
人権啓発研究集会第30回

日　時

2月4日（木）　13:00~17:00　
（メイン会場の映像を中継）

会　場

５Ｆメイン会場 １０Ｆサブ会場

主　催

対　象

規　模 参加費

2016年 2月4日（木）、5日（金）　

6,000円（参加・資料代、税込み）

「和太鼓演奏」　和太鼓ユニット「絆」
主催者あいさつ／来賓あいさつ

「大阪の部落解放運動と今後の課題」
　　部落解放同盟大阪府連合会 書記長　赤井 隆史

「戦後７０年～憲法・民主主義・人権～」
　　作家・明治学院大学教授　高橋 源一郎

三重における部落解放運動のあゆみ
舘　龍二（部落解放同盟三重県連合会）

11:00~
13:00~
13:30~

15:00~

14:00~

15:15~

グランキューブ大阪（大阪国際会議場）　大阪市北区中之島5-3-31　TEL:06-4803-5555

第３０回人権啓発研究集会実行委員会
構成：第３０回人権啓発研究集会現地実行委員会、一般社団法人 部落解放･人権研究所

部落差別の撤廃と基本的人権の確立を目指すすべての人々

4,000名

受付開始
オープニング

開会行事

休　　憩

講　演①

講　演②

全体会

参加申込方法 ●申込期限 2016年 1月15日（金）必着　
①各団体で参加者を集約し、部落解放同盟各都府県連合会にお申し込み下さい。
②個人参加の方は、居住地の部落解放同盟各都府県連合会にお申し込み下さい。
③部落解放同盟各都府県連合会がない地域にお住まいの方は、下記の振込先に、参加費をお振り込み下さい。
　その後、名前・連絡先（郵便番号・住所・電話番号）を記入頂いたものと参加費の振込証明書(領収書等)を下記の送付先にＦＡＸ、また
は郵送してください。
　到着次第、参加券をお送りします。
④全体会・分科会３（障害者問題）には手話通訳・文字情報サービスを配置しています。その他の分科会で、手話通訳・要約筆記など
調整や支援が必要な方、託児を希望される方は、１２月１８日（金）までに事務局までご連絡下さい。

（事務局　部落解放同盟大阪府連合会、一般社団法人 部落解放･人権研究所）

りそな銀行桜川（さくらがわ）支店　普通預金０１７１１１４
人権啓発研究集会実行委員会

〒552-0001 大阪市港区波除4-1-37 HRCビル８F
（一社）部落解放・人権研究所　人権啓発研究集会事務局　宛
FAX.06-6581-8540（24時間受付）

振込先

送付先

※グランキューブ大阪のバリアフリー情報

重 要

●施設の出入口：自動ドア段差なし　●車イス対応トイレ（男女別）：地下１Ｆ、５Ｆ、１０Ｆ、１２Ｆにあり
●障害者対応駐車場地下１Ｆ（出入口付近に５台、障害者手帳提示で無料）
●全体会・分科会のフロアには、車イス対応のトイレがあります。

昨今、大阪市内のホテルは常に混み合っております。お早めのお申込みをお勧めします。
なお、日本旅行で予約可能な部屋数は約500室です。

会場周辺では、バスの乗降は出来ません。団体バスで来られる方は、事前に事務局までご連絡下さい。乗降許可書を発
行いたします。会場付近でのバスの乗降は絶対にしないで下さい。交通渋滞を招き、付近の住民から通報があります。

団体バスでの乗降について
（事前申込が必要）



2日目 2月5日（金） 9:00~15:00 受付 8:30~
※①9:00~10:30、②10:45~12:15、③13:30~15:00
※参加者ご自身が希望する分科会を選んでご参加下さい。

分科会

分科会１　「部落」

分科会3　「障害者」

分科会4　「性差別」

分科会5　「ＨＩＶ・水俣病・ハンセン病」

分科会6　「見た目・自死・沖縄」

分科会2　「外国人」

定員2700名

定員500名

定員400名

定員260名

定員330名

定員400名

会場：５階 メインホール

会場：１０階 会議室1003

会場：１０階 会議室1004～1007

会場：１０階 会議室1009

会場：１０階 会議室1001・1002

会場：１２階 特別会議場

①「同和対策審議会答申と今日の部落差別の実態」

①「障害者権利条約の概要」

①「見過ごされてきた性差別～LGBTの困難と、性指向・性自認に関わる法整備」

①「ＨＩＶと差別」

①「『見た目問題』と人権～見た目の症状とともに自分らしく生きる」

②「喪われたいのちの意味について」
③「命の二重基準と差別～沖縄から見た戦後70年」

②「公式確認60年～水俣病は終わっていない」
③「外島保養院とハンセン病問題」

②「セクシュアル・マイノリティにおける男女格差と自治体条例への期待」

②「障害者差別解消法の概要」
③「対応要領･対応指針と行政･企業の役割」

③「シングルマザーをめぐる困難から社会が見える」

①「まっとうな移民政策を　もう始まっている多民族多文化共生社会
　　　　　　　　　　　　　～労働者を労働者として　使ってはならない外国人技能実習制度～」

②「同和地区の所在地情報の公開をめぐって」

②「ヘイトスピーチとは如何なる暴力なのか」

③「水平社100年とこれからの部落解放運動の方向～変化する内外情勢と差別の現実をふまえて」

③「人種差別撤廃条約と共生社会の確立」

奥田 均（近畿大学教授／（一社）部落解放・人権研究所代表理事）

崔 栄繁（DPI（障害者インターナショナル）日本会議 事務局員）

原 ミナ汰（ＮＰＯ法人共生社会をつくるセクシュアル・マイノリティ支援全国ネットワーク代表理事）

花井 十伍（大阪HIV薬害訴訟原告団代表、全国薬害被害者団体連絡協議会代表世話人）

 外川 浩子（NPO法人 マイフェイス・マイスタイル代表）
 田中 幸子（全国自死遺族連絡会代表、自死遺族等権利保護研究会責任者）

松元 剛（琉球新報編集局次長兼報道本部長、論説委員）

花田 昌宣（熊本学園大学教授）

青木 美憲（国立ハンセン病療養所 邑久光明園 園長）
屋 猛司（国立ハンセン病療養所 邑久光明園入所者自治会長）

大江 千束（ＬＯＵＤ代表／パートナーシップ（特別配偶者）法全国ネットワーク共同代表）

崔 栄繁（DPI（障害者インターナショナル）日本会議 事務局員）

佐藤 聡（DPI（障害者インターナショナル）日本会議 事務局長）

社納 葉子（ライター）

鳥井 一平（移住労働者と連帯する全国ネットワーク代表理事）

北口 末廣（近畿大学教授／部落解放同盟大阪府連合会委員長）

窪 誠（大阪産業大学教授）

滋賀県総合政策部人権施策推進課

中村 一成（ジャーナリスト）



2日目 2月5日（金） 8:15~15:15※①9:00~10:30、②10:45~12:15、③13:30~15:00
※参加者ご自身が希望する分科会を選んでご参加下さい。 【事前申込制】  各コース　参加費5,000円（資料代・昼食代・税込み）

フィールドワークコース（4コース）

①「西成区ー釜ヶ崎・西成部落」コース（定員３０名）

②「大正区・生野区―沖縄・コリアタウン」コース（定員３０名）

釜ヶ崎は新たな産業社会が生み出す不安定な就労・生活を余儀なくされる人々が集住する地域＝木賃宿街として１９００年代
初頭以後に形成発展してきました。６０年代この街は、高度成長期のインフラ整備を担う安価な使い捨て労働力のプール基
地として再整備されていきました。バブル崩壊と共に地域に集積した矛盾が露呈し、野宿問題として社会化しました。現在労
働者の高年齢化が進み、生活保護世帯が8,000を超えています。また生活保護を希望せず、野宿を続ける人が500人を超え
て残っています。このコースでは釜ヶ崎の形成史を紹介しながら、この社会の問題を見つめ、なぜ日雇労働者、ホームレスへ
の差別・偏見が続くのかを、いっしょに考えます。

大正区は四人に一人が沖縄出身者、もしくはその関係者といわれています。４０年前に始まったエイサー祭り（当初３００人か
ら現在２万人の来場者）は、自己防衛（沖縄）を強く意識したものから、他者（日本）との関係をどう築いていくのかに移向しつ
つあります。３０年前に設立した関西沖縄文庫は、その祭りを生んだ沖縄青年会（がじまるの会）の事務所として、また沖縄と
日本との関係性を問い直す発信基地としてありますが、歴史的に続く不平等な出会いから、先人たちの足跡をたどりながら、
対等な関係への出会い直しの取り組みとして、大正区現地フィールドワークをすすめています。

西成区には全国最大の「都市部落」と「日雇いのまち」があるなど、行政課題が山積したまちです。
そんな西成区では、住宅・福祉・健康・仕事づくりなど「まちづくりの総合的展開」で部落差別の解消や、様々な課題解決に向
けて取り組んできました。本コースでは、「公」を活用した「民」による自力自闘の「運動」を学びます。また、２０１５年１２月に
オープンする予定の全国でも初となる「民設民営型の隣保館」も見どころです。
　※集合：  ８：１５　JR「新今宮」駅、南海「新今宮」駅西口（「あいりんセンター1F」）　
　　解散：１５：１５　JR「今宮」駅

大阪市生野区は人口の約2割が在日コリアン。街のいたるところで朝鮮半島の文化を感じることができます。なかでも生野コ
リアタウンと呼ばれる一角は120軒以上の商店が集まり、ショッピングやグルメを楽しむことができる圧巻のエリアです。一
方でコリアタウンの歴史を紐解けば、古代の日朝関係、植民地時代に在日朝鮮人が海を渡った理由、在日コリアンに対する
差別の歴史と現在を学ぶことができます。また在日コリアンが継承し、独自に発展させてきた民族文化を体感することもでき
ます。フィールドワークでは、JR鶴橋駅周辺に広がる高麗市場、生野コリアタウン、猪飼野朝鮮市場跡、日本書紀にも記され
ている「猪甘津の橋」跡等で現地研修をおこないます。また多民族共生人権教育センターで「生野コリアタウンの歴史と現
在」を学習します。
　※集合：  ８：１５ JR「大正駅」改札前、解散：１５：１５ 生野コリアンタウン

案内：山田 實（NPO法人 釜ヶ崎支援機構理事長）

案内：金城 馨（関西沖縄文庫主宰）

案内：寺本 良弘（部落解放同盟大阪府連合会西成支部支部長）

案内：文 公輝（NPO法人 多民族共生人権教育センター事務局次長）

「ホームレスと釜ヶ崎における人権」

「沖縄ほんろうの歴史と人権～出会いから出会いなおしへ～」

「西成のまちと部落解放運動」

「生野コリアタウン」

午前の部

午前の部

午後の部

午後の部

8:15~15:15

8:15~15:15



③「大阪とハンセン病ゆかりの地」コース（定員25名）

④「リバティおおさか～西浜・道頓堀・千日前を歩く～」コース
　（定員30名）　9:30~15:15

フィールドワーク申込方法

大阪にあったハンセン病療養所「外島保養院」（現・国立邑久光明園の前身）は、近畿・北陸等2府10県の連合立で
1909年、現在の大阪市西淀川区中島２丁目付近（神崎川最河口の中州・海抜０㍍）に開院しました。1934年9月21日、
近畿地方を襲った室戸台風で施設は全壊・流失、入所者173人、職員とその家族1４人、工事関係者9人が犠牲になりま
した。
フィールドワークでは、その跡地付近に立つ「外島保養院記念碑」、戦前にハンセン病の治療薬「大楓子油」を製造した
岡村平兵衛自宅跡等、家族・故郷から排除されたハンセン病者の集住地跡「大和川河川敷」、外島保養院移転反対の泉
北郡民大会開催場所等を巡ります。
　※集合： ８：１５ 「グランキューブ大阪」１Ｆ、解散：１５：１５ JR阪和線「鳳」駅

江戸時代から上方にはさまざまな文化や芸能が息づいていました。歌舞伎や文楽などはよく知られていますが、地域の
魅力はそれだけではありません。多くの被差別民が生活の場とし、庶民の暮らしを支えていた歴史もあります。芸能に欠
かせない三味線や太鼓など楽器の生産において被差別民が果たした役割にも注目が集まっています。ディープサウスと
称される大阪市の南西部をめぐり、江戸時代から近代にかけて繰り広げられた、もうひとつの歴史空間を探訪します。

参考文献『かくれスポット大阪』『続かくれスポット大阪』（吉村智博著、解放出版社）
　※集合：  ９：30　「難波市民学習センター」（JR「難波）駅直結　OCATビル４Ｆ）　
　　解散：１５：15　「リバティおおさか」（JR「芦原橋」駅より徒歩８分）

案内：三宅 美千子（外島保養院の歴史をのこす会 共同代表）

案内：吉村 智博（大阪人権博物館 学芸員）

締 切 日

Ｆ Ａ Ｘ

メ ー ル

名前、所属、連絡先(郵便番号、住所)、電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレス、希望するフィールドワーク名を
書いてＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。なお、請求書が必要な方は、請求書の宛名及び日付を併
せてお書き下さい。

※障害のある方で調整や支援が必要な方は、事前に事務局にご相談下さい。
※定員に限りがありますので、お一人ずつお申し込みください。
※フィールドワークの参加には、別途フィールドワーク参加費が必要です。
※最後まで参加できる方に限ります。
※フィールドワークに参加いただけるかどうかの諾否及び集合場所等詳細につきましては、１２月２５日（金）までに、ご連絡いたし
　ます。
※各コース最小催行人数に満たない場合は実施されない場合があることをご了承下さい。
※お申込みの際の個人情報は、集会の運営上の目的以外には使用いたしません。

人権啓発研究集会フィールドワーク係
FAX.06-6581-8540（２４時間受付）

keihatsuken07@blhrri.org

１２月18日（金） 
※申込多数の場合は抽選となります。

8:15~15:15



①宿泊日：２０１５年２月４日（木）
②宿泊地：大阪市内
※ビジネスホテルのシングルルームを中心に、ホテルのランク別に申込区分が

分かれております。
③宿泊料金は、シングルルーム、一泊朝食付・税・サービス料込の料

金です。
コード ホテル名 宿泊料金

Ａ
ニューオリエンタルホテル

¥7,000
ホテルサンライフ

Ｂ 大阪キャッスルホテル ¥8,000

Ｃ
ホテルルートイン大阪本町

¥9,000
ホテルサンホワイト

Ｄ 三井ガーデンホテル大阪淀屋橋 ¥9,500

Ｅ
ホテルユニゾ大阪淀屋橋

¥10,000リーガ中之島イン
大阪東急イン

Ｆ
ハートンホテル北梅田

¥11,500
ホテル京阪天満橋

Ｇ
ホテルグランヴィア大阪

¥12,000
アパヴィラホテル<淀屋橋>

Ｈ ホテル京阪京橋 ¥13,000

Ｉ
リーガロイヤルホテル

¥15,000
大阪第一ホテル

※料金表のA〜Iの中から「第１希望」～「第３希望」を申込書にご記入の上、１２
月１８日（金）までにＦＡＸでお申し込み下さい。

※原則として、先着順にご宿泊先を手配させて頂きますが、ご希望に添えない場
合がありますのでご了承下さい。なお、ホテルの決定につきましては、ご一任
頂きますようお願い申し上げます。朝食不要の場合も返金は致しませんので
予めご了承下さい。

※バリアフリーの部屋をご希望の方は、ご相談下さい。

（株）日本旅行 関西法人営業部

一食９５０円、パックのお茶付き・税込み（２/４全体会、２/５分科会）
※会場周辺には飲食施設が少ないため、お弁当のお申し込みをお勧めします。

尚、当日販売は行いません。

※宿泊・弁当券の購入は、「申込書」に記入の上、日本旅行へFAXして下さい。

送信先　FAX.０６-６６２１-４１８０　（株）日本旅行 関西法人営業部 多田
お 申 込 者

（ 代 表 氏 名 ）

所 　 属

送付先（住所）
〒　　　　－　　

連 絡 先
ＴＥＬ（職場・携帯・自宅等）

（　　　　　　　）　　　　―　
ＦＡＸ
（　　　　　　　）　　　　―　　

フリガナ
名　前

性
別

宿　　泊 お弁当 備考
第１希望 第2希望 第3希望 2/4（木） 2/5（金）

例
ジン　ケン　ケイ　ハツ
人　権　啓　発 男 Ａ Ｂ Ｃ × 〇

１

２

３

通信欄

※該当欄に申込希望をご記入下さい。　※人数が多い場合は、コピーしてお使い下さい。
※変更・取消が生じた場合、お申込の際の申込書に、変更内容を記入（訂正）のうえ、FAXにてご連絡下さい。
※ご記入頂いた個人情報は、宿泊手配に必要な範囲で、宿泊機関に提供するとともに、弊社からの事務連絡の為のみに使用致します。

下記「申込書」に必要事項を記入の上、所属団体及び個人事に１２月１８日
（金）までに、ＦＡＸにてお申し込み下さい。お電話での受付は致しません。宿泊
確認書・請求書・お弁当券等は１月中旬頃までに発送いたします。お手元に届きま
したら、請求書記載の振込先に、期日までに代金をお振り込み下さい。恐れ入り
ますが、振込手数料は各人のご負担でお願い致します。

宿泊・お弁当の変更・取り消しに付いては、下記表に従い取消料を申し受けます。
【宿泊】

取消日（宿泊日から起算して） 取消料

２１日目以降 無料

２０日目以降 ２０％

７日目以降 ３０％

前日 ５０％

当日 １００％

【お弁当】

取消日 取消料

８日目以降 無料

７日目以降 ３０％

前日 ５０％

当日 １００％

〒545-0053　大阪市阿倍野区松崎町1-2-12

担当：多田・業務デスク　営業時間：月～金10：0０～１8：0０
（土・日・祝日・12/30（水）から1/3（日）までは休業）
観光長官登録旅行業法第2号　旅行業公正取引協議会会員、

一般社団法人日本旅行業協会正会員、総合旅行業務取扱管理者：山本重樹

※お取消、ご変更の連絡が休業日・営業時間外の場合は、翌営業日の扱いとなりますので予めご了承下さい。

●旅行のお申込み及び契約成立時期　
所定の申込書にご記入頂き、ＦＡＸ又は郵送にてお申込み下さい。旅行契約は当社が契約の締結を承
諾し、申込金又は旅行代金を受領したときに成立いたします。
●個人情報の取扱について
当社は申込書等に記載された個人情報について、お客様との連絡のために利用させて頂くほか、宿泊
機関等の提供するサービスの手配・受領のための手続に必要な範囲内で利用致します。

総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を扱う営業所での取引に関する責任者です。この旅行規定に
関して担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく総合旅行業務取扱管理者におたずね下さい。

TEL.06-6621-4125  FAX.06-6621-4180

ご宿泊・お弁当の申込のご案内

お弁当のお申し込み（全体会・分科会）

申　込　書

宿泊・弁当のお申込方法

変更・取り消しのご案内

宿泊・弁当　お申し込み・お問合せ先

【
宿
泊･

弁
当
】申
込
書



会場のご案内　※会場周辺には飲食店が少ないので、事前に昼食のご用意をされることをおすすめします。

お問い合わせ（事務局）

最寄り駅（各駅より徒歩約１０分）
■京阪電車中之島線【中之島（大阪国際会議場）駅】②番出口すぐ
■ＪＲ大阪環状線【福島駅】
■ＪＲ東西線【新福島駅】②③番出口
■阪神電鉄【福島駅】③出口
■地下鉄四つ橋線【肥後橋駅】③出口
■地下鉄中央線【阿波座駅】①出口・千日前線【阿波座駅】⑨出口

大阪国際会議場

大阪府内の方 大阪府外の方

部落解放同盟大阪府連合会 一般社団法人 部落解放･人権研究所

〒530-0005　大阪市北区中之島5-3-51

〒552-0001　大阪市港区波除4-1-37 〒552-0001　大阪市港区波除4-1-37
TEL.06-6581-8535  FAX.06-6581-8536 TEL.06-6581-8572  FAX.06-6581-8540

TEL.06-4803-5555

日本労働組合総連合会大阪府連合会、部落解放大阪府民共闘会議、（一財）大阪府人権協会、同和問題にとりくむ大阪宗教者
連絡会議、NPO法人多民族共生人権教育センター、（一財）アジア･太平洋人権情報センター、大阪同和･人権問題企業連絡

会、大阪企業人権協議会、（一社）公正採用人権啓発推進センター、大阪府人権教育研究協議会、大阪市人権教育研究協議会、大阪府立学校人権教育研究会、大阪私立
学校人権教育研究会、（一社）大阪府専修学校各種学校連合会、ＪＡグループ大阪人権推進連絡会、世界人権宣言大阪連絡会議、つばめ会、有限責任事業組合大阪職業
教育協働機構 Ａ’ワーク創造館、（一社）ヒューマンワークアソシエーション、（一社）おおさか人材雇用開発人権センター、（公社）子ども情報研究センター、障害者の自立
と完全参加を目指す大阪連絡会議、NPO法人ちゃいるどネット大阪、部落解放同盟大阪府連合会

現地実行委員会構成団体

後 援 団 体 本部関係  部落解放同盟中央本部、同和問題に取り組む全国企業連絡会、（公社）全国人権教育研究協議会、『同和問題』に
とりくむ宗教教団連帯会議 自治体・教育委員会  大阪府、大阪府教育委員会、大阪府市長会、大阪府町村長会、大阪府都市

教育長協議会、大阪府町村教育長会、大阪市、大阪市教育委員会、堺市、堺市教育委員会、能勢町、能勢町教育委員会、豊能町、豊能町教育委員会、池田市、池田市教育
委員会、箕面市、箕面市教育委員会、豊中市、豊中市教育委員会、茨木市、茨木市教育委員会、高槻市、高槻市教育委員会、島本町、島本町教育委員会、吹田市、吹田市
教育委員会、摂津市、摂津市教育委員会、枚方市、枚方市教育委員会、交野市、交野市教育委員会、寝屋川市、寝屋川市教育委員会、守口市、守口市教育委員会、門真
市、門真市教育委員会、四條畷市、四條畷市教育委員会、大東市、大東市教育委員会、東大阪市、東大阪市教育委員会、八尾市、八尾市教育委員会、柏原市、柏原市教育
委員会、和泉市、和泉市教育委員会、高石市、高石市教育委員会、泉大津市、泉大津市教育委員会、忠岡町、忠岡町教育委員会、岸和田市、岸和田市教育委員会、貝塚
市、貝塚市教育委員会、熊取町、熊取町教育委員会、泉佐野市、泉佐野市教育委員会、田尻町、田尻町教育委員会、泉南市、泉南市教育委員会、阪南市、阪南市教育委員
会、岬町、岬町教育委員会、松原市、松原市教育委員会、羽曳野市、羽曳野市教育委員会、藤井寺市、藤井寺市教育委員会、太子町、太子町教育委員会、河南町、河南町
教育委員会、千早赤阪村、千早赤阪村教育委員会、富田林市、富田林市教育委員会、大阪狭山市、大阪狭山市教育委員会、河内長野市、河内長野市教育委員会 
地域人権協議会  茨木市人権センター、（一財）とよなか人権文化まちづくり協会、箕面市人権協会、池田市人権協会、豊能町人権まちづくり協会、能勢町人権協会、（一
財）八尾市人権協会、（一財）堺市人権協会、和泉市人権協会、（公社）泉佐野市人権協会、（一社）泉南市人権協会、岬町人権協会、ＮＰＯ法人枚方人権まちづくり協会、
守口市人権協会、門真市人権協会、交野市人権協会、四條畷市人権協会、摂津市人権協会、大阪狭山市人権協会、河内長野市人権協会、柏原市人権協会、藤井寺市人権
のまちづくり協会、太子町人権協会、河南町人権をまもる会、千早赤阪村人権協会、岸和田市人権協会、泉大津市人権協会、高石市人権協会、阪南市人権協会、熊取町人
権協会、忠岡町人権協会、田尻町人権協会 大阪企業人権協議会地域連絡会  泉大津市事業所人権協議会、泉佐野・熊取・田尻事業所人権連絡会、茨木地区人権推進企
業連絡会、大阪市企業人権推進協議会、大阪狭山市企業人権協議会、貝塚市企業人権協議会、柏原市企業人権連絡協議会、交野事業所人権推進連絡会、門真市企業人
権推進連絡会、河南町･太子町･千早赤阪村企業人権協議会、河内長野市企業人権協議会、岸和田市人権啓発企業連絡会、四條畷市事業所人権連絡会、島本町企業内
人権啓発推進連絡会、吹田企業人権協議会、摂津地区人権推進企業連絡会、泉南市事業所人権推進連絡会、大東市事業所人権推進連絡会、高石市事業所人権教育推
進連絡協議会、高槻地区人権推進員企業連絡会、忠岡町企業人権問題推進員連絡会、豊中企業人権啓発推進員協議会、富田林市企業人権協議会、寝屋川市事業所人
権推進連絡会、羽曳野市企業人権連絡会、阪南市事業所人権問題連絡会、東大阪市企業人権協議会、枚方事業所人権推進連絡会、松原市企業人権協議会、岬町事業所
人権問題連絡会、箕面企業人権啓発推進員協議会、守口市企業人権推進連絡会、八尾市企業人権協議会 各種団体  不動産に関する人権問題連絡会、ＮＰＯ法人トッカ
ビ、人権啓発推進大阪協議会、NPO法人ニューメディア人権機構、ハンセン病回復者支援センター、（一社）大阪府医師会、識字・日本語連絡会、大阪こども・青少年施設
等連絡会、大阪府人権福祉施設連絡協議会、ＪＰ人権ネットワーク、（公財）大阪人権博物館、大阪私立中学校高等学校連合会、（一財）都市技術センター、（公財）関西生
産性本部、（社福）大阪府社会福祉協議会、（社福）大阪市社会福祉協議会、（社福）堺市社会福祉協議会、大阪府市町村社会福祉協議会連合会、大阪平和人権センター、
堺市人権教育推進協議会、（公社）関西経済連合会、大阪商工会議所、（一社）関西経済同友会、大阪不動産マーケティング協議会、（一社）大阪府宅地建物取引業協会、

（公社）全日本不動産協会大阪府本部、（一社）関西住宅産業協会、（一社）大阪土地協会、（一社）不動産協会関西支部、（一社）大阪賃貸住宅経営協会 学校法人  （国）
大阪大学、（国）大阪教育大学、（公）大阪府立大学、（公）大阪市立大学、（学）大阪産業大学、（学）関西外国語大学、（学）近畿大学、（学）関西医科大学、（学）大阪歯科大
学、（学）城南学園 大阪城南女子短期大学、（学）大阪国際学園 大阪国際大学、（学）村上学園 東大阪大学、（学）大阪音楽大学、（学）追手門学院 追手門学院大学、（学）
谷岡学園 大阪商業大学、（学）金蘭会学園 千里金蘭大学、（学）四天王寺学園 四天王寺大学 四天王寺大学短期大学部、（学）塚本学院 大阪芸術大学、（学）関西医療学
園 関西医療大学、（学）大阪女学院 大阪女学院大学 大阪女学院短期大学、（学）大谷学園 大阪大谷大学、（学）関西大学、（学）愛泉学園 堺女子短期大学、（学）四條畷
学園 四條畷学園大学 四條畷学園短期大学、（学）大阪成蹊学園 大阪成蹊大学 大阪成蹊短期大学、（学）常翔学園、（学）大阪キリスト教学院 大阪キリスト教短期大学、

（学）常磐会学園 常磐会学園大学 常磐会短期大学、（学）相愛学園 相愛大学、（学）大阪青山学園 大阪青山大学、（学）大阪学院大学 大阪学院大学 大阪学院大学短期
大学部、（学）薫英学園 大阪人間科学大学、（学）藍野学院 藍野大学 藍野大学短期大学部、（学）梅花学園 梅花女子大学、（学）大阪医科大学、（学）大阪薬科大学、（学）
大阪電気通信大学、（学）樟蔭学園 大阪樟蔭女子大学、（学）玉手山学園 関西福祉科学大学、（学）浪商学園 大阪体育大学 マスコミ  朝日新聞社、共同通信社、産経新
聞社、日本経済新聞社大阪本社、毎日新聞社、読売新聞大阪本社、朝日放送、ＮＨＫ大阪放送局、関西テレビ放送、サンテレビジョン、テレビ大阪、ＭＢＳ、読売テレビ、ラジ
オ大阪、ＦＭ大阪、ＦＭ８０２


